
 

 

 

 

2023年 3月 15日  

公益財団法人横浜観光コンベンション・ビューロー 

東日本電信電話株式会社 神奈川事業部 

 

「横浜デジタル MAP」で花咲く横浜をめぐる「花咲く Rally」を展開 
 

公益財団法人横浜観光コンベンション・ビューロー（理事長：布留川 信行、以下「横浜観光コンベンション・ビュー

ロー」）は、東日本電信電話株式会社 神奈川事業部（執行役員 神奈川事業部長 中西 裕信、以下「NTT 東日

本」）の運用協力のもと、観光・回遊促進プラットフォームである、「横浜デジタル MAP」を構築しました。 

この度、横浜市の都心臨海部で 2023年 3月 19日（日）～6月 11日（日）の期間で開催される、花をテーマにまち

の地域資源をつないで横浜の魅力を体験していただく「花咲く Rally」は「横浜デジタル MAP」を活用して展開します。 

 

 

横浜デジタル MAPの表示イメージ（一部制作中） 

 

1．「花咲く Rally」の概要＜https://www.welcome.city.yokohama.jp/hottopics/hanasaku/＞ 

季節ごとの花々で彩られる横浜観光を存分に楽しめる企画として、横浜市内の飲食・物販店や宿泊施設、観光・

集客施設、「花」に関連するイベントなどをめぐるデジタルスタンプラリーを開催します。 

また、ガイド付きのまちあるきツアーや横浜ならではのモビリティを活用したツアーも実施します。 



 

 

スタンプラリー参加者（先着 3,000名様）にガーデンベアグ

ッズの参加賞をプレゼントするほか、獲得したスタンプ数に

応じて、抽選で観光施設招待券、商品券、ホテルペア宿泊券

などの素敵な賞品が当たります。 

 

（1） 開催期間＿2023年 3月 19日（日）～6月 11日（日） 

（2） 場所＿都心臨海部（横浜駅周辺エリア、みなとみらい 21 エリア、関内・関外エリア） 

（3） 主催＿関内・関外地区活性化協議会 

（4） 共催＿横浜市都市整備局 

（5） 運営主体＿公益財団法人横浜観光コンベンション・ビューロー 

（6） 参加方法 

① https://stamprally.digital/yokohama/sr488 へスマートフォンでアクセスするか、

右記の QR コードを読取り 

② 参加者情報を入力 

③ スタンプラリー開始 

④ 各スポットを回って、スマートフォンで QRコードを読み取りスタンプをゲット 

⑤ ガーデンベアグッズの参加賞を桜木町駅観光案内所で引き換え 

⑥ 集めたスタンプ数に応じて抽選に参加 

⑦ 当選者には賞品の発送をもってお知らせ 

※QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です 

（7） スタンプスポット 

花に関連する 13のイベント、店舗等のスタンプスポットは合計約 120 ヶ所（3/8現在） 

  ※詳細は別紙参照 

（8） 賞品 

 

 

2．観光モビリティのデジタルマップ表示概要 

「花咲く Rally」では、横浜らしい景色を感じながら移動そのものを楽しめる乗り物、オランダ発祥の移動式ビア

カウンター「ビアバイク」や、東南アジアを中心に普及している「トゥクトゥク」を使った、ガイド付きのツアーを実施し

ます。（予約は、公式 HP より 4 月上旬から受け付けます） 

この観光モビリティの位置情報を、「横浜デジタル MAP」上でリアルタイムに表示させることで、観光来訪者の周

遊利便性を向上していきます。 



 

 

3．「横浜デジタル MAP」のシステム基盤 <サービス提供元会社：ボールドライト株式会社 https://platinumaps.jp/> 

「横浜デジタル MAP」のシステム基盤として利用しているサービス「プラチナマップ」は、観光案内マップや施設

案内などを多言語対応（7 ヶ国語自動切換え）でデジタル表示することができ、利用データ分析も可能です。 

更にマップ上で、デジタルスタンプラリーを簡単に作成・開催できることも特長で、ランキング、ルーレット、ポイン

トといったスタンプラリーをより楽しくする仕掛けや、滞在時間や回遊率向上の仕組みを搭載し、自治体・観光事業

者・民間事業者など、それぞれの目的に合わせたスタンプラリーを簡単に構築できます。 

なお、オプション機能<*>のひとつ動態管理により、最高精度誤差 1m、毎 5秒のトラッキングが可能な最新衛

星「みちびき」に対応した IoTデバイスが用意され、簡単なセッティングで、リアルタイムの位置情報をマップに表

示します。トラッキングは、バス、タクシー、船、ケーブルカー等様々対応可能。経路・時刻表・停留所を表示できま

す。GTFS 連携の場合、GTFSの URL を指定するだけでバス停やルートをマップ上に表示できます。 

<*>その他オプション機能：混雑情報可視化、予約システム、電子クーポン、屋内マップ等 

 

 

 



4．今後に向けて 

「横浜デジタル MAP」は、今後、関内・関外地区活性化協議会会員の地元団体等が主催する様々なイベントでの

デジタルスタンプラリーや、施設情報・イベント情報の掲載等に活用していきます。 

 

5．本件に関するお客様からの問い合わせ先 

横浜観光コンベンション・ビューロー 事業部 事業開発課 宮本 

TEL：045-221-2111 E-mail：platinum@ycvb.or.jp 

 

ＮＴＴ東日本 神奈川事業部 企画部 広報担当 水谷、金石、徳丸 

TEL：045-226-6123 E-mail：kanagawa-kouhou-ml@east.ntt.co.jp 
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別紙 

 


